


TORNADO SYSTEMEfficient spot air conditioning by outdoor exhaust heatスポット ・ ゾーン空調システム

TORNADO SYSTEM

これまで夏場の暑熱対策としてスポットクーラーを設置することが一般的となっていましたが、 工場室内への排熱は吸込温

度＋１５℃であり、 連続使用によって工場内の温度を上昇させ、 劣悪環境を増幅させる結果となっております。

「TORNADO SYSTEM ( トルネード システム )」 は、 冷風を長距離まで供給することができ、 工場内の間柱にも容易に設置

が可能です。 また、 排風は屋外に設置した室外機を採用しておりますので工場内への排風による温度上昇はありません。

・ 屋外に排気。 運転時間とともに工場内全体の温度が下がる。

・ 長距離まで冷風を供給できる。

・ 暖房運転ができる。

・ ドレン水は室外ユニットから排出。

● 冷房運転(風速)

遠くまで空調が可能(冷房・暖房切替可能)

劣悪環境の改善に最適な

工業向け冷暖房システム

TORNADO  SYSTEM スポットクーラー

気温の上昇に対応する

・ 屋内に排気のため、 工場内の温度が上昇。

・ 近距離しか冷風が供給できない。

・ 排熱温度が吸込温度＋15℃もある。

・ 定期的にドレン水の排出作業が必要。
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オートスイング機能※上図はアタッチメント無しの場合の風速分布です。
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床置ダクトタイプと比較すると、 作業者が半分になる場合、 冷房

能力は５０％ OFF、 消費電力は６０％ OFF、 冷房システム消費

効率 (COP) は１２５％と高い省エネ性能を発揮します。

作業者が半分なら消費電力は６０％ＯＦＦ
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従来タイプ

従来タイプとの比較

省 エ ネ ル ギ ー 性 能

室内ユニット２.５ｋＷ×４台、冷房能力１０ｋＷ

冷 房 能 力 ２ ０ k W エ リ ア で 作 業 者 が 半 分 に な る 場 合

床置ダクトタイプ２０ｋＷ、冷房能力２０ｋＷ

冷 房 能 力 ２ ０ k W エ リ ア で 作 業 者 が 半 分 に な る 場 合

作業内容により作業者が不在の場所ができると、 空調不要な室内ユニットの運転をＯＦＦにして消費電力を抑えます。 作業

エリアが半分になれば、 冷房能力も半分にできるので省エネルギーに貢献します。

外気温３５℃ＤＢ

室内温度２７℃ＤＢ/１９℃ＷＢ

外気温３５℃ＤＢ

室内温度２７℃ＤＢ/１９℃ＷＢ
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床置ダクトタイプ

冷房能力 消費電力 COP
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１. 吹出口はオートスイング機能付、省スペースで軽量POINT

体感風速は涼しさの大きな要素と言われています。 冷房運転では１０ｍ離れた場所でも風速１ .２ m/s を発生さ

せる能力があります。 また、 暖房運転も可能。 風量は３段階で調整可能です。
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床置ユニット室外機
※ 室内に設置スペースが必要

屋　外





2.53 (ｋＷ) 2.53 (ｋＷ) 3.63 (ｋＷ) 3.63 (ｋＷ) 7.13 (ｋＷ) 9.81 (ｋＷ)

4 4 5 5 8 10


